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(百万円未満切捨て)

（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 680,618 24.8 369,031 22.0 380,294 22.7 268,022 22.7

2022年3月期第3四半期 545,332 44.7 302,411 61.0 309,848 60.1 218,405 65.0

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期 283,369百万円（26.5％） 2022年3月期第3四半期 223,978百万円（66.7％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 1,105.13 －

2022年3月期第3四半期 900.54 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 2,517,729 2,396,016 95.2

2022年3月期 2,324,037 2,173,583 93.5

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 2,396,016百万円 2022年3月期 2,173,583百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 － 100.00 － 100.00 200.00

2023年3月期 － 150.00 －

2023年3月期（予想） 150.00 300.00

1．2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年3月21日～2022年12月20日）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Ｑ 243,207,684株 2022年3月期 243,207,684株

②  期末自己株式数 2023年3月期3Ｑ 681,667株 2022年3月期 681,511株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Ｑ 242,526,110株 2022年3月期3Ｑ 242,526,370株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注）詳細は、添付資料6ページ「(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項　四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」を

ご覧下さい。

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

　(注）詳細は、添付資料6ページ「(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項　会計方針の変更」をご覧下さい。

（4）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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1.当四半期決算に関する定性的情報

(1)経営成績に関する説明

　当第3四半期連結累計期間の世界経済は、製造業を中心に緩やかな持ち直しが続きました。米国では設備投資の

緩やかな拡大が続き、アジアでは一部の地域において景気の持ち直しに足踏みがみられました。欧州では設備投資

は底堅く推移し、国内においては、個人消費や企業の設備投資に持ち直しの動きが続きました。

　このような環境の中で、当社グループといたしましては、中長期的な成長を維持する観点からも、企画開発面で

の充実、営業面での強化を図ってまいりました。

　当第3四半期連結累計期間における売上高は680,618百万円(前年同四半期比24.8％増)、営業利益は369,031百万

円(同22.0％増)、経常利益は380,294百万円(同22.7％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は268,022百万円

(同22.7％増)となりました。

(2)財政状態に関する説明

　当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ193,692百万円増加し、2,517,729百万円とな

りました。これは、投資有価証券が133,480百万円増加したことなどによるものであります。

　当第3四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ28,740百万円減少し、121,713百万円となりまし

た。これは、未払法人税等が42,235百万円減少したことなどによるものであります。

　当第3四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ222,433百万円増加し、2,396,016百万円とな

りました。これは、利益剰余金が207,095百万円増加したことなどによるものであります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年3月20日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年12月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 464,296 424,998

受取手形及び売掛金 247,901 283,733

有価証券 540,276 556,796

棚卸資産 62,072 92,207

その他 8,561 14,387

貸倒引当金 △538 △724

流動資産合計 1,322,569 1,371,399

固定資産

有形固定資産 26,382 31,242

無形固定資産 3,516 3,538

投資その他の資産

投資有価証券 939,748 1,073,228

長期性預金 14,227 15,793

その他 17,655 22,588

貸倒引当金 △61 △61

投資その他の資産合計 971,569 1,111,548

固定資産合計 1,001,467 1,146,329

資産合計 2,324,037 2,517,729

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,911 21,225

未払法人税等 89,667 47,432

賞与引当金 14,360 13,334

その他 26,613 34,846

流動負債合計 146,552 116,838

固定負債 3,901 4,874

負債合計 150,453 121,713

純資産の部

株主資本

資本金 30,637 30,637

資本剰余金 30,541 30,541

利益剰余金 2,101,779 2,308,874

自己株式 △3,785 △3,794

株主資本合計 2,159,171 2,366,258

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,428 826

為替換算調整勘定 10,986 28,934

退職給付に係る調整累計額 △3 △2

その他の包括利益累計額合計 14,411 29,758

純資産合計 2,173,583 2,396,016

負債純資産合計 2,324,037 2,517,729

2.四半期連結財務諸表及び主な注記

(1)四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

 前第3四半期連結累計期間
(自 2021年 3月21日
　至 2021年12月20日)

 当第3四半期連結累計期間
(自 2022年 3月21日

　至 2022年12月20日)

売上高 545,332 680,618

売上原価 95,202 123,411

売上総利益 450,130 557,206

販売費及び一般管理費 147,719 188,175

営業利益 302,411 369,031

営業外収益

受取利息 412 1,139

持分法による投資利益 3,734 4,210

為替差益 2,202 5,116

雑収入 1,214 932

営業外収益合計 7,563 11,399

営業外費用

雑損失 126 136

営業外費用合計 126 136

経常利益 309,848 380,294

税金等調整前四半期純利益 309,848 380,294

法人税等 91,443 112,271

四半期純利益 218,405 268,022

親会社株主に帰属する四半期純利益 218,405 268,022

(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第3四半期連結累計期間)
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(単位：百万円)

 前第3四半期連結累計期間
(自 2021年 3月21日
　至 2021年12月20日)

 当第3四半期連結累計期間
(自 2022年 3月21日

　至 2022年12月20日)

四半期純利益 218,405 268,022

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35 △2,601

為替換算調整勘定 5,621 17,959

持分法適用会社に対する持分相当額 △13 △11

その他の包括利益合計 5,573 15,346

四半期包括利益 223,978 283,369

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 223,978 283,369

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　法人税等の算定に関しては、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識

会計基準第86項に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんど

すべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

  なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を将来にわたって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。
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